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	項　　目
	質　　問　　の　　要　　旨
	答弁を

求める者

	１．発達障害児について
２．知的障害者について
３．集落支援員制度について
４．未来を支える人づくりについて
	　近年、医学等の進歩により「発達障害」の子供の早期発見が可能となってきました。しかし、専門医が不足しており実際には保育所や幼稚園、小学校で職員が対応していると聞いています。本市における発達障害児に対する処遇はどう行なわれているのかお聞きします。具体的には、検診の実施状況、保育所や幼稚園での対処。更には、小学校との連携はなされているのか。
　それぞれの現場が抱える課題解決に向けて取り組んでいる実態も併せてお聞きします。

　知的障害者の親御さん達が高齢化してきている現実があります。万一、突然に親御さんが亡くなられた場合などを想定すると、何らかの施設が必要と考えます。現在、市内にはそのような緊急避難的施設はいくつあるのでしょうか。あるとすれば、利用状況もお聞かせ下さい。
　更に、将来的な知的障害者に対する庄原市の具体的行政施策（案）を、お聞かせ下さい。

　過疎地域では有効な制度だと理解しているが、導入の予定を伺う。
　視察で、島根県隠岐郡海士町の教育委員会に伺いました。『未来を支える人づくり・・・人間力溢れる海士人の育成』が教育委員会のキャッチフレーズです。各種取組をされていますが、何といっても平成17年から実施している海士中学校の東京への修学旅行です。初年度は一橋大学で中学生が海士町を題材にして大学生に講義を行ないました。平成20年からは東京大学で地域と自分の夢について1000人の前で発表しています。

　このことだけの効果ではありませんが、島外の高校に5割強が進学していたのですが、平成19年度には、5％が島外、95％が地元の隠岐島前高校に進学したのです。次は、小さな島でも日本一の教育をスローガンに、保・小・中・高の連携教育にプラスして、食育（給食の地産率63％Ｈ20年）、地域教育として、「共に育て・共に育つ」の理念に基づき「地域共育課」を設置されました。

　そこで、庄原人の育成はどのようになされているのか、現在の状況と将来構想をお聞かせいただきたい。急激な過疎化に歯止めをかけている海士町に学ぶ点は多くありますが、「ひとづくり」の大切さを正に、実感しました。
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